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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【転出】
・中居　サイ様～東病棟Cユニット6号室➝南病棟Aユニット123号室

【ユニット移動】
・佐々木　理香様：東B1号室→東A14号室（A15）

・矢倉　アツ子様：東A8号室（A15）→東B1号室

【部屋移動】
・壬生　孝子様：東D18号室→東D19号室



＜患者様連絡事項＞
・長瀬　伸也様～精神症状不安定な為、モニター面会実施の有無について主治医へ報告。状態改善後より面会行うよう指示あり。家族様（母様）へ本日の面会中止すること連絡し了承されている。

・豊川　京子様～主治医より本日分で点滴終了、アムロジピン中止、内容変更となり
7日分処方。


・阿部 　靜江様～主治医より、リスパダールＯＤ錠０．５ｍｇ　中止指示。

・佐々木　操様～主治医より血糖測定3検の指示。

・戸来　栄一様～ハロマンス（150）筋肉注射左肩に施行。
次回12/19（火）右肩施行予定。

・下浅　光敬様～自宅より当院宛てにコロナウイルスワクチン接種3回目接種券郵送されている。接種券はBユニット詰所にて保管。

・和田　昌様～本日よりアリピプラゾール12mg→24mgへ増量となる。

・今　ミヱ様～居宅まほろば　岡田様より11/27　10：00退院予定との事。
元の施設サ高住に戻る予定。看護サマリーが欲しいとの事で退院時に
家族に渡していただきたいとの事。

・松倉　チヨエ様～明日入院時書類の手続きに14時頃来院すると連絡あり。
ご家族さま来院時、CSセットおむつプラン②→①へ変更したい旨を許可いただく予定。
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＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前の開放観察中は脱衣行為、他室へ侵入しようとする行為有り早めに開放観察終了してるが午後は入浴や間食対応にて問題無く開放観察実施している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	

・袴田　将志様～時間隔離中。誇大妄想様言動、対面時の攻撃性無し。余暇時間は自室にて臥床し過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和5年11月21日　12時50分　
氏　　名：廣瀬 智幸様(ひろせ　ともゆき）様
生年月日：昭和41年2月26日　 57歳
病　　名：アルコール依存症
性　　別：男性
診 察 医：馬渡Dr
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット
＜経過＞
平成15年頃に不眠や上司からの話に返答できない、抑うつ感等の症状があり、平成20
年3月26日にかのはらクリニックを初診し、通院、薬物療法を継続していた。同クリニ
ック閉院に伴い当院への受診を希望され、同時に飲酒問題についての相談もあり。初
飲は20歳頃で、500㎖の缶ビールを3・4本と缶チューハイなどを毎日飲酒していた。
元々飲酒は好きであった。ただ、相談のあった少し前より飲酒時の記憶が無くなって
しまうことが続いており、家族からも飲酒についての指摘は受けていた。転医に合わせ
て当院へ断酒についても相談あり、R4年7月29日に当院初診となる。薬物療法を継続し、8月25日より減酒プログラムも開始するも、飲酒への渇望強く、減酒治療は奏功せず。
血液検査の結果も悪化がみられており、本人より入院による断酒プログラムの希望
あり。R5.11.21アルコール依存症治療プログラム目的にて、東病棟Dユニット18号室
に任意入院となる。




時　　間：令和5年11月21日　13：17
氏　　名：佐々木　操様(ささき　みさお)様
生年月日：昭和23年9月14日（75歳）
病　　名：認知症疑い
性　　別：男性
主 治 医：小栁Dr（サポート医：馬渡Dr）
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット6号室
　
＜経過＞
  現在1人暮らし。H20頃、近所のスーパーで惣菜を盗み逮捕されることが
あった。スーパーの店員の話では、過去にも窃盗を繰り返していたと。それ
を機に息子が本人との関わりを断っていた。また、息子の妻が本人宅を通った
際に電気がついておらず、心配して警察に通報すると「今警察に本人がいます」
と言われ、窃盗を複数回繰り返していると説明を受けた。R2頃、孫が本人宅を
訪れ様子を見に行っていたが、「離婚した妻が死んだが、墓も作ってあげられ
ていない」（妻は存命）と言っていた。同時期、白内障で目が見えないと高齢
者支援センターえがおに本人が相談し、書類作成の手伝い等を受けていた。
  R4冬頃、公共料金を滞納し本人が息子の職場（ガソリンスタンド）に電話
したことから、息子が仕方なく関わりを持つようになり、公共料金の代行の
支払いも行った。R5.8外で転倒し動けなくなっているところを近所の人が発見
し八戸市立市民病院に救急搬送。異常なく当日退院。料理などの家事は全く出来
ておらず、冷蔵庫から乾いた魚が異臭を放って発見されたことがあり、自宅に米
や野菜はあるものの長期間手をつけていなかった。
  R5.10.27に日曜日にもかかわらず役所に出向き、40分近く電信柱に突っ立っ
ているところを近隣住民に心配され、八戸市立市民病院へ救急搬送。点滴のみで
帰宅していた。また、火の不始末でふとんやまくらを焦がしていることがあり、
たばこやライターを息子が預かっている。廊下で失禁している様子もあり、
オムツを履くよう促しても履かずにいた。着替えや洗濯もできていない。現在は
息子妻が毎日本人宅を訪問し食事やお金を置いてきている。また、振り込まれた
年金をすぐに遣ってしまうが、使途不明。訪問販売の電話番号がかかれた紙が
本人宅にあったこともあり、消費者トラブルに巻き込まれているのではと懸念
している。弁当や総菜について「いくらかかった？」と心配する様子はあるが、
すぐに年金を使い切って残額がほとんどないにも関わらず「年金からおろしても
いいよ」と言っていることもあった。また、息子妻のことを認識できず、孫の
面倒もよく見ていたにも関わらず「あなたお子さんいるの？」と尋ねてくること
もあった。H28頃に心筋梗塞を起こし八戸市民病院に入院したことがあるが、手
術をしていないにもかかわらず「胸を開いた」と話している事や、「足を交通
事故で負傷した」と話すこともあった。上記症状の鑑別・専門治療目的で受診を
希望。診察の結果、R5.11.21 13:17東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。
